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糖尿病

糖尿病とは？

（1）インスリンの分泌の不足
（2）インスリンの効き目の低下

→血液の中の糖分(血糖)が多くなる病気

インスリン→血糖を下げる働き 血糖とは？HbA1cとは？

血糖

・血液中のブドウ糖の濃度

・基準値 空腹時血糖：６０～１１０mg/dL  
食後２時間血糖：１４０mg/dL未満

HbA1c

過去１～２カ月間の血糖状態を反映する数値

糖尿病の２つのタイプ

•食べ過ぎ
•飲みすぎ

•運動不足
•ストレス

など生活習慣が原因

糖尿病の症状

•最初はほぼ自覚症状なし

•症状が出ていない間にも
合併症は進んでいる

喉の渇き・尿の量が増える・気だるさなど
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放っておくと・・・
三大合併症（し・め・じ）
し：神経障害(最悪、足切断)

め：目の障害(最悪、失明)

じ：腎の障害(最悪、死ぬまで

透析)

その他にも心筋梗塞、脳卒中

などのリスクも

三大合併症
・し：神経障害
早くに発症する、手足のしびれや痛みなど

血行の悪くなった足が少しの傷で腐敗→切断

・め：目の障害
緑内障・白内障・視力低下・失明

・じ：腎の障害
人工透析の場合、1ヶ月の費用は
外来で一人あたり約40万円（年間
約500万円）もの医療費が必要

治療の目的と基本
・治療の目的は合併症を防ぐこと

・血糖値を良い状態に保つことが重要

・食事療法・運動療法・薬物療法を組み合わせる

食事療法 運動療法 薬物療法
（経口血糖降下薬、インスリンなど）

食事療法

・糖質ってなに？
・糖質の多い食材・少ない食材
・食事のポイント・コツ

後程、栄養士より…

運動療法

運動する利点は？

•インスリンの働きが良くなる→血糖
値を制御しやすくなる

•エネルギー源としてブドウ糖が消
費される→血糖値が下がる

•体重を減らす効果あり→血糖値を
制御しやすくなる

運動療法
•糖尿病の運動療法に適しているのは「有酸素運動」

•血糖や脂肪の利用効率を高める
•食事の1～2時間後が効果的
•少しきついと感じる程度が効果的(無理のない範囲で)
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薬物療法
ご高齢の患者さんの血糖コントロールの目安

患者さんの状態や処方されている薬、年齢などを考慮して、
血糖コントロールの目安とするHbA1cを決めます。

低血糖の危険を避けるため、HbA1cの下限を設定すること
もあります。

患者さんの状態

重症低血糖を起こす可能性がある薬
（インスリン、ＳＵ薬、グリニド薬）の処方

処方されていない 処方されている

認知機能が正常で、日常生活上の動作や行為を自立して
行えている

７.０％未満

６５～７４歳
７.５％未満
（下限６.５％）

７５歳以上
８.０％未満
（下限７.０％）

認知機能が少し低下している。または、トイレや入浴などの
基本的な日常生活動作は自立して行えるものの、買い物
や食事の支度、薬の服用、金銭管理などの行為に一部
介助が必要

７.０％未満 ８.０％未満（下限７.０％）

認知機能が中等度以上低下している。またはトイレや入浴
などの基本的な日常生活動作に介助が必要。または、
糖尿病以外にも多くの病気を併発していたり、身体機能に
障害がある

８.０％未満 ８.５％未満（下限７.５％）

低血糖に注意を

•薬の効果で血糖値が70 mg/dL 以下になると低血糖症状が
起こる（血糖値が急激に下がった場合に起こることも）

無自覚性低血糖

低血糖の対処法

•低血糖かなと思ったら、ブドウ糖を10~15g 、または糖分を含
む飲料を摂取(チョコや飴は吸収に時間がかかるので×)

• 15分たっても低血糖が続く場合は、再び同じ量を摂取(症状
が改善するまで繰り返す)

• 意識障害や昏睡になった場合は、すぐ周りの人に病院へ
運んでもらうか、救急車を呼んでもらう

注意したい血糖値スパイク

•糖尿病の前段階（放置
すると糖尿病に）

•血管の壁が傷つくこと
で動脈硬化などに

•検診では見つからない
ことも…

糖尿病と付き合っていくために

•定期検査で自分の状態を確認

•食事は1日3回均等に、栄養バランスを
考え食べ過ぎまとめ食いは避ける

•楽しんでできる運動を続ける

• ストレスをためない

•薬は指示通りに服用を

•治療は気負わず、根気よく


